
社会基盤は大きく二つの役割があります。一つ目は、多くの自然災害に
見舞われる日本においてダムや砂防堰堤、堤防や防波堤などの施設によっ
て国民の生命と財産を守ること。二つ目は、道路や鉄道、橋、トンネル、港
湾、空港などの施設と通信や電気、ガス、上下水道などのライフラインに
よって国民の生活と経済を支えることです。
私たち建設コンサルタントは、これらの社会基盤整備に関する、企画

立案、調査、計画、設計から施工管理、維持管理に至るまで、技術サービ
スを提供する技術者集団です。
私たちは、エンドユーザーである国民の生命と財産を守り、生活と経済

を支えるよりよい社会基盤整備に向け、事業者である国や地方自治体、
民間企業や海外政府の良きパートナーとして、高い専門性と技術力で応え
ています。

建設コンサルタントとは
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みなさまのご意見をお待ちしております。
当協会では、建設コンサルタントの活動等を社会に広報することを目的として、
広報誌『Civil	Engineering	Consultant』を年4回発行し、中央官庁や地方自
治体等の公共機関、教育機関ならびに協会会員会社に対して約15,000部を配
布しています。
より充実した広報誌の実現に向け、本誌に対するご意見をお待ちしております。

【お問い合わせ】
一般社団法人建設コンサルタンツ協会

『Civil Engineering Consultant』編集担当
MAIL：project@jcca.or.jpまでお寄せください。

「このごろ都に流行るもの、夜
よ
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、強盗、謀
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旨
じ

…」（建武新政に対する二条河原落首）、
「皇国の興廃この一戦にあり。各員一層奮励努力せ
よ」（日露戦争、日本海海戦「Z旗」）、「『もはやなく』
そして『いまだない』二重の不在の間を我々は生きねばならない」
（ハイデガー『ヘルダーリンの詩の解明』）。このように、言葉は人
にとって批評の武器であり、煽り／鼓舞の用具であり、意味の水
とも言うべき思惟の源泉でもありました。ことばについての諸相を
様々な切り口から考察した今回の特集、お楽しみ頂けましたら幸
いです。（米澤）

とかく組織の課題や改善策に「コミュニケーションの○○」と、
通じ合うことに関する事項が挙がる。では何で通じ合うのか

というと、肉声・記号・文章・色・音・しぐさなど、多様な手段に
因る。お勧めは表情から読み取ることである。「目は口ほどにもの
をいう」とされているではないか。お互いに目を見て話しあうよう
に教えられたではないか。…と思っていたら、特集2によると目で
モノを言うのは日本人の特徴であるらしい…。閑話休題。通じ合
う手段が無数にある中で通じ合わないのは、別の問題が潜んで
いるのだろう。その直視を避けるために、思考停止するための言
い訳に、冒頭の総花的な常套句が使われていると最近危惧して
いる。（細谷）

ば（バ）トンを渡す時が近づいてきた。誰しも人はバトンを持っ
ている。先人から受け取ったバトンだ。人はある時、心の引

き出しにバトンがあることに気付く。「あっ、バトンだ」。それは突如
として光りだし長い時間をかけて輝きを増す。私の心の中で、今ま
さに燦然と光り輝くバトンは、まるで期が熟したと言わんばかり
だ。若い時の私がそうであったように渡される側の者たちは、まだ
気づいていない。さあ、如何に渡そうか。そうだ、言葉を添えて「こ
とば」にして渡そう。何故なら、私は私の「ことば」でできているの
だから…。（児島）
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